
平成30年度　安全就業スローガン

安全就業、それは毎日の健康管理から　心身共に穏やかに

シルバー人材センターは、

「自主・自立、共働・共助」
を理念とし、会員自らが運営に参画する組織です。

伊勢神宮　宇治橋　／「謹賀新年」書：会員　五郎丸尚三（松沢地区）

会 員 数 …… 363 名

男性 219 名 女性 144 名

【平成 30 年 12 月 31 日現在】

シンボルマーク
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第45号 シ ル バ ー お や べ 平成31年１月10日 （2）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
元
気
で
就
業
い
た

だ
き
、
「
健
康
づ
く
り
」
、
「
地
域
貢
献
」
、「
生
き
が
い
づ

く
り
」
に
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
就
業
の
場
を
提
供
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
に
は
、
お
礼
と
と
も
に
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
健

康
、
ご
繁
栄
、
ご
多
幸
を
念
じ
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
己
亥
（
つ
ち
の
と
い
）
の
年
で
あ
り
ま
す
。

己
亥
年
は
、
内
部
の
充
実
を
図
り
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向

け
て
準
備
す
る
年
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
一
層
の
飛
躍
を
目
指
し
、

第
二
次
中
長
期
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

中
で
、
会
員
の
皆
様
と
事
務
局
が
お
互
い
に
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
、

①
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
で
な
く
、
「
臨
時
的
・
短
期
的
・

軽
易
な
業
務
」
を
希
望
さ
れ
る
「
働
く
意
欲
の
あ
る
六
十

歳
以
上
の
高
年
齢
者
」
に
は
、
一
人
で
も
多
く
「
会
員
」

と
し
て
入
会
い
た
だ
き
、
「
生
き
が
い
就
業
」
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
。

②
入
会
し
て
い
た
だ
く
会
員
の
多
様
な
「
生
き
が
い
」

と
「
地
域
の
ニ
ー
ズ
」
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
就

業
機
会
」
を
拡
大
し
、
多
様
化
す
る
こ
と
。

③
全
て
の
就
業
の
前
提
と
し
て
、
会
員(

高
年
齢
者)

に

と
っ
て
危
険
・
有
害
な
業
務
は
避
け
る
と
と
も
に
「
安
全

就
業
」
と
「
適
正
就
業
」
を
進
め
る
こ
と
。

④
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
公
益
性
を
維
持
し
な
が

ら
、「
シ
ル
バ
ー
事
業
の
持
続
性
」
を
確
保
す
る
た
め
、

財
政
基
盤
の
強
化
と
組
織
の
活
性
化
の
方
向
性
を
見
定
め

る
と
と
も
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
地
域
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
高
年
齢
者
に
と
っ
て
の
魅
力
向
上
を
進
め
る
こ

と
。

を
重
点
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
、
地
域
貢
献
を
高
め
地
域
に
存
在

感
の
あ
る
シ
ル
バ
ー
を
目
指
し
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
考
え
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
貢
献
の
充
実
と
魅
力
あ
る

　
シ
ル
バ
ー
を
目
指
し
、
一
層
の
飛
躍
を
！

理
事
長
　
　

柴
田
　
敏
秋



第45号シ ル バ ー お や べ平成31年１月10日（3）

平成30年11月２日、小矢部市長桜井森夫様及び小矢部市議会議長福島正力様、副議長藤本

雅明様へ平成31年度要望を行いました。

柴田理事長、村上副理事長、佐野専務理事兼事務局長が要望しました。要望内容は、運営・

事業費補助金の予算要望等です。

また、平成30年12月20日、小矢部園芸高等学校長大崎武治様へ、専攻科生徒の皆様にシル

バー会員の入会・就業を勧めていただくよう要望いたしました。これは、剪定・雪吊り作業に

就業する会員確保のために実施いたしました。柴田理事長、業務委員会委員、佐野専務理事兼

事務局長が要望いたしました。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
平
成
三
十
一
年
の
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
市
政
発
展
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
管

理
等
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
も
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、

就
業
機
会
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
の
様
々
な
社
会
参
加
活
動
を
通
じ
、

本
市
に
お
け
る
高
年
齢
者
の
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
、
地
域
社
会

の
福
祉
の
向
上
や
活
性
化
に
多
大
な
る
ご

貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

近
年
は
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
空
き
家
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

事
業
な
ど
、
そ
の
時
代
に
即
し
た
サ
ー
ビ

ス
も
提
供
さ
れ
、
市
民
生
活
に
お
い
て
も

大
変
利
便
性
の
高
い
取
り
組
み
を
展
開
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

空
き
家
に
つ
い
て
は
本
市
に
お
い
て
も

今
日
的
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
主
因
は
人
口
減
少
の
問
題
に
あ
り
ま

す
。
人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
か
ら
の
十
年
間
を
見
据
え
た
第
七
次

小
矢
部
市
総
合
計
画
に
お
き
ま
し
て
も
、

子
育
て
支
援
や
定
住
助
成
制
度
と
い
っ
た

形
で
、
一
定
の
人
口
を
確
保
す
る
た
め
の

施
策
と
し
て
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

一
方
、
本
計
画
で
は
、
人
口
減
少
の
時

代
に
お
い
て
は
高
年
齢
者
の
活
躍
が
不
可

欠
で
あ
る
と
も
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、
社
会
を

支
え
る
一
員
と
し
て
多
様
な
形
で
社
会
参

加
い
た
だ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
貴
セ
ン
タ
ー
の

担
う
役
割
は
、
今
後
よ
り
一
層
重
要
に

な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
が
総
合
計
画
で
掲
げ
る
「
魅
力
・

安
心
・
充
実
　
し
あ
わ
せ
　
お
や
べ
」
の

実
現
の
た
め
、
皆
様
方
に
は
、
ど
う
ぞ
、

本
年
も
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
飛

躍
と
、
会
員
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

小矢部市等への支援要請について

ご
あ
い
さ
つ

小
矢
部
市
長
　
　

桜
井
　
森
夫



先
進
地
視
察
に
つ
い
て

「おやべ元気フェスティバル2018」が、平成30年10月６日(土)クロスランドおやべに

て開催されました。幸い天候にも恵まれ、沢山の来場者があり、嬉しいかぎりでした。

会場では、市の特産品コーナー、血圧・骨密度・体重等の健康測定コーナー、子供たち

によるステージ発表、木工や手芸品等の各種教室の展示コーナーがあり、シルバー事業の

紹介コーナーがありました。

シルバー事業の紹介コーナーでは、シルバー人材センター事業や活動紹介のための写 

真展示や、「介護予防・生活支援サービス事業」「空き家サポートサービス事業」の各事 

業紹介チラシと「シルバー会員募集」のチラシを配布しました。

第45号 シ ル バ ー お や べ 平成31年１月10日 （4）

「おやべ元気フェスティバル2018」に参加して

平
成
30
年
10
月
25
日
、
柴
田
理
事
長
以
下
34
名
は
福
井
県
坂
井
市
の
（
公

社
）
坂
井
市
シ
ル
バ
ー
人 

材
セ
ン
タ
ー
（
坂
井
市
Ｓ
Ｃ
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

坂
井
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
五
十
嵐
理
事
長
、
向
川
事
務
局
長
（
常
務
理
事
）
、

多
田
課
長
、
内
江
課
長
補
佐
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

坂
井
市
は
、
坂
井
郡
の
三
国
町
・
丸
岡
町
・
春
江
町
・
坂
井
町
の
４
町
に

よ
る
合
併
で
誕
生
し
、
名
勝
「
東
尋
坊
」
や
「
丸
岡
城
」
等
、
豊
富
な
観
光

資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

坂
井
市
Ｓ
Ｃ
は
、
会
員
数
は
１
千
名
を
超
え
な
が
ら
も
高
い
就
業
率

（
90
％
以
上
）
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
剪
定
ク
ズ
チ
ッ
プ
化
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
「
和
〜
な
ご
み
〜
」
、
英
会
話
教
室
、

直
売
市（
わ
く
わ
く
シ
ョ
ッ
プ
）事
業
等
の
独
自
事
業
が
充
実
し
た
セ
ン
タ
ー

で
す
。

視
察
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
化
の
経
緯
や
現
状

等
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
・
質
疑
の
場
で
は
、
坂
井
市
Ｓ
Ｃ
の
高
い
就
業
率
に
つ
い
て
、

独
自
事
業
化
の
き
っ
か
け
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
の

就
業
率
向
上
や
独
自
事
業
の
事
業
化
の
際
に
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

視
察
後
、
建
物
の
一
角
に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
実
際
に
目
に
し

て
、
会
員
自
ら
が
自
主
的
に
取
り
組
む
独
自
事
業
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

視察風景

リサイクルショップ

和〜なごみ〜



平成30年８月９日、公益社団法人福

島県シルバー人材センター連合会（以下、

「福島県シ連」という。）専務理事兼事務

局長の佐藤義住様が来訪され、東日本大

震災及び原子力発電所事故後、継続して

義援金を贈ってきたことに対して、福島

県シ連から感謝状をいただきました。

義援金については、福島県シ連を通し

て拠点シルバーの方へお渡ししていただ

いていました。近年、特に南双地域シル

バー人材センターにつきましては、住民

が順次帰還しており、事務所を避難指示

地域外で再開し、業務を行っているとの

ことです。

平成30年12月７日、小矢部市農村環境改善センターにおいて、小矢部市内で生産されている

農業特産物についての関心を高め、生産・加工・販売への就業につなげようと、根菜「ヤーコ

ン」料理講習会を開催しました。

いなばヤーコン倶楽部の松井秀明会長による講義に続いて、ＪＡいなば女性部水島支部のメン

バーの指導を受け、会員達はヤーコンを使った炊き込みご飯やかき揚げ、ヨーグルトサラダ等を

調理しました。

講習会の開催について

福島県シルバー人材センター連合会からの
感謝状贈呈について

第45号シ ル バ ー お や べ平成31年１月10日（5）



第45号 シ ル バ ー お や べ 平成31年１月10日 （6）

ボランティア活動の後、農村環境改善センター内の和室では、会員互助会によりお弁当が振る

舞われました。日頃、会員同士で交流する機会があまりない中、それぞれに他地区、他職種の方

たちと一緒に食事をしながら楽しい交流の場となりました。

また、会員が持ち寄った野菜や手工芸品などでチャリティーバザーを開催しましたところ、収

益金は52,228円となりました。収益金は西日本豪雨で被災された岡山県の倉敷市シルバー人材

センターへ義援金として送られました。ご協力いただきました会員の皆様には、厚くお礼申し上

げます。

交通安全講習会の後、会員及び役職員を含めて約100名がボ

ランティア活動に参加しました。昨年と同様に会場となった農

村改善センター敷地内とクロスランドおやべのパターゴルフ場

内に加え、今年度は総合保健福祉センター周辺の清掃活動を行

いました。

平成30年10月10日、小矢部市農村環境改善センターにおいて、小矢部警察署交通課 

野手孝法氏を迎え、交通安全講習が行われました。

今年度の小矢部市内の事故状況や高齢者の交通安全について説明がありました。

（会員のつどい）

（ボランティア活動）

（交通安全講習会）

平成30年
10月10日



第45号シ ル バ ー お や べ平成31年１月10日（7）

12月２日㈰に宮島そば打ち道場で「そば打ち体験会」

を開催しました。今回は26名の参加で、新そばの香り

と笑顔が溢れる楽しいひとときとなりました。

　
会
員
研
修
　
十
月
二
十
五
日
（
木
）
〜
二
十
六
日
（
金
）

伊
勢
志
摩
周
遊
の
旅

水
島
地
区
　
森

谷

奈

利

子

昨
年
は
、
九
月
、
十
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、
全

国
各
地
で
大
き
な
台
風
等
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
大

変
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
三
十
四
名
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
研
修
先

の
福
井
県
「
坂
井
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
「
剪
定
ク
ズ
の
リ

サ
イ
ク
ル
」
剪
定
ク
ズ
チ
ッ
プ
化
、「
直
売
市
」
家

庭
で
栽
培
さ
れ
た
物
を
販
売
、「
英
会
話
教
室
」
経

験
の
あ
る
会
員
が
講
師
、「
ミ
シ
ン
倶
楽
部
」
布
や

衣
服
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
販
売
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
、
そ
の
他
色
々

な
活
動
を
し
て
お

ら
れ
、
丁
寧
な
ご

説
明
と
会
員
の
熱

心
な
質
問
等
で
予

定
の
時
間
も
過
ぎ

る
程
で
し
た
。

研
修
を
終
え
、
中
山
道
の
宿
場
町
「
醒

さ
め
が

井い

（
滋

賀
県
米
原
市
）
」
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
徒
歩

一
〇
分
程
の
所
に
は
川
が
流
れ
、
湧
き
水
だ
と
い
う

事
で
す
。
本
当
に
清
く
澄
ん
だ
川
で
、
「
梅ば

い

花か

藻も

」

の
白
く
愛
ら
し
い
小
さ
な
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し

た
。
幼
少
の
頃
、
母
が
水
面
を
覆
っ
て
い
る
笹
の
葉

を
か
き
分
け
、
両
手
で
湧
き
水
を
飲
ま
せ
て
く
れ
た

の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

お
伊
勢
参
り
の
前
に
参
拝
す
る
と
い
う
「
二
見

興
玉
神
社
」
、
夫
婦
岩
が
あ
り
、
海
中
七
〇
〇
メ
ー

ト
ル
に
は
神
石
、
神
使
は
「
蛙
」
で
あ
る
と
い
う
事

で
し
た
。
こ
ち
ら
に
は
、
丸
い
注
連
縄
（
荒
縄
で
編

ん
だ
も
の
）
が
置
か
れ
、
痛
い
と
こ
ろ
を
撫
で
れ
ば

よ
い
と
の
事
。
皆
さ
ん
買
い
求
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
、
カ
ー
テ
ン
越
し
に
明
る
く
目
覚
め
る

と
、
ま
ん
丸
な
お
月
様
。
部
屋
か
ら
外
に
出
て
、
お

月
様
を
眺
め
な
が
ら
早
朝
の
新
鮮
な
空
気
を
吸
っ
て

気
持
ち
よ
く
部
屋
に
戻
り
ま
し
た
。
朝
風
呂
か
ら
出

ま
し
た
ら
、
皆
さ
ん
が
煌
々
と
輝
く
、
眩
し
い
程
の

日
の
出
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
拝
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

お
伊
勢
参
り
は
「
外
宮
（
豊
受
大
神
宮
）
」
か
ら

と
い
う
事
で
、
衣
食
住
を
は
じ
め
、
産
業
の
守
り
神 

で
あ
る
「
豊
受
大
御
神
」
を
お
祀
り
し
て
あ
る
「
外
宮
」

を
参
拝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
皇
室
の
ご
先
祖
、「
天

照
大
御
神
」
を
お
祀
り
す
る
「
内
宮
（
皇
大
神
宮
）
」
へ
。

宇
治
橋
を
渡
り
、
五
十
鈴
川
御
手
洗
場
で
心
身
を
清

め
、
お
神
楽
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
祈
祷
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

お
伊
勢
参
り
は
初
め
て
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

中
山
道
散
策
の
時
に
飲
ん
で
み
た
く
な
る
よ
う

な
川
の
湧
き
水
、
早
朝
の
お
月
様
煌
々
と
輝
く
日
の

出
、
お
伊
勢
参
り
、
参
加
会
員
の
笑
顔
、
参
加
で
き

ま
し
た
事
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
本
当
に
心
に
残
る

思
い
出
の
旅
で
し
た
。

そば打ち同好会 会員募集

❶そば打ち道場開催日

　・毎月第３日曜日（年４〜５回程度）

　・開催時間　10時〜13時
（イベント等が重複した場合はお休みになることがあります。）

❷場所　そば打ち道場（旧ＪＡいなば宮島支所）

❸会費　１回　1,300円

❹入会の申込み・問い合わせ先

　小矢部市シルバー人材センター事務局まで

☎６７ー４８０４

「そば打ち体験会」を開催しました。

このたび会員互助会では「そば打ち同好会」を発足し

ました。

会員の中で「そば打ち」ができる方はもちろんのこと

「打ってみたい」、「習ってみたい」という方、そばを通し

てシルバー会員相互の親睦を図りながら楽しく美味しいそ

ばを打ってみませんか？

互
助
会
だ
よ
り

同好会だより
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明けましておめでとうござ

います。会員の皆様におかれ

ましてはお健やかな新春をお

迎えのこととお慶び申し上げ

ます。

さて当安全管理委員会では

「安全はすべてに優先する」をモットーに事故ゼロを

目指し、安全パトロールの強化、当ＳＣスローガン「安

全就業、それは毎日の健康管理から　心身共に穏やか

に」を基に就業前の健康チェックに重点的に取り組ん

でいます。

昨年８月20日（公社）富山県シルバー人材センター

連合会 斉藤指導員のもと安全就業特別パトロールを

連合会より会長以下４名、当ＳＣより理事長以下４名

の８名で実施しました。機械刈り、剪定等、２カ所の
注意喚起なされた点を会員の方と話し合いをして対
応、大変有意義なパトロールでした。
今年度（４月〜11月末時点）の事故発生は４件。

草刈中の飛び石による賠償事故が３件、清掃作業中の
傷害事故が１件となっております。
基本ルールを守って、安全確認（指差し呼称）を実
行することで事故を未然に防ぐことが出来ます。
会員の皆様には、指差し呼称等の危険予知作業に
よって、事故再発防止につなげていただき、一人ひと
りが安全意識を高め、事故の無いシルバーセンターに
なる様、これからも啓発していきたいと考えています。
最後になりますが、会員の皆様におかれましては安
全就業を通して、今年１年のご健康とご多幸を祈念い
たしまして、新年のご挨拶とさせて頂きます。

安全管理委員会　委員長　中村　利夫

　　　　　安全管理委員会だより 事故ゼロを目指して！

ほのぼのコーナー

最初は、卓球はした事もなく、ズブの素人でした。定年
を迎えた時に、体力維持と時間つぶしの為に始めました。

シルバー会員になっても、仕事と両立して「少しは上手
になりたい」という欲も出て、無理せずに続けています。

ラージボールは、卓球の白いボールより一回り大きくて、色もオレンジ色をし
ており、年配者向けなのです。それに、見た目より体力と頭を使うので、認知症
予防にもなっているかと思います。勝負を気にせず、楽しく、ストレス発散にも
なります。

小矢部市文化スポーツセンターで、毎週金曜日の午後、練習しております。60代、70代の方が沢山
来ております。

会員の皆様の中で「やってみようか」と思われた方、大歓迎ですよ！是非一緒にプレーしましょう！！

子撫地区　　山 田  操　会員

皆
様
と
共
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事
、
深

く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
会
報
「
シ
ル
バ
ー
お
や
べ
」
が
平
成
４
年
に

発
刊
さ
れ
、
今
回
の
第
45
号
が
「
平
成
」
で
の
最
後
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
を
振
り
返
る
と
、
平
成
元

年
に
消
費
税
（
３
％
）
が
導
入
さ
れ
、
５
％
、
８
％
と
、

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
今
年
10
月
に
は
消
費
税
率
が

10
％
と
な
る
と
の
事
で
す
。

平
成
４
年
に
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
の
運
転
開
始
、
平

成
27
年
に
は
北
陸
新
幹
線(

東
京
・
金
沢
間)

が
開
通
し

ま
し
た
。

ま
た
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
平
成
７
年
の
「
阪

神
淡
路
大
震
災
」、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
す
。

幸
い
、
小
矢
部
市
で
は
、
近
年
お
も
だ
っ
た
災
害
に
は

あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、「
地
震
大
国
日
本
」
と
言
わ

れ
る
だ
け
あ
っ
て
油
断
は
禁
物
。
異
常
気
象
に
よ
る
大

水
害
等
に
つ
い
て
も
、
避
難
方
法
の
確
認
等
、
し
っ
か

り
と
備
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
一
段
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。
風
邪

な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
、元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
　
松
本
　
彦
次

あ
と
が
き

お知らせ

平成30年度の活動実績

平成30年 ８ 月20日

○安全就業特別パトロール

平成30年10月10日（シルバーの日）

○交通安全講習会

　「高齢者の交通安全」について　小矢部警察署 交通課 野手 様

ラージボール卓球を楽しく続けています！

地区懇談会
とき　２月中旬から

場所　各地区

安全就業講習会
とき　３月８日（金）

　　　午後２時〜

場所　クロスランドおやべ

　　　セレナホール

※詳細が決まりましたら、

　あらためてお知らせいたします。


